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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月10日(2019.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）　［Ａ］［Ｂ］［Ｘ］３（式中、［Ａ］は少なくとも１の１価のカチオン
であり、［Ｂ］は少なくとも１の２価の無機カチオンであり、［Ｘ］は少なくとも１のハ
ロゲン化物アニオンである）を有する、ペロブスカイト材料の層を含む光活性領域を含む
光起電力デバイスを製造する方法であって、ペロブスカイト材料の前記層が、粗さ平均（
Ｒａ）又は二乗平均平方根粗さ（Ｒｒｍｓ）５０ｎｍ以上を有する表面の上に堆積され、
当該方法は、
　　ａ）前記粗い表面上に前記ペロブスカイト材料の１以上の初期前駆体化合物を含む実
質的に連続し、且つ、コンフォーマルな固体層を堆積させるために蒸着を使用することで
あって、前記１以上の初期前駆体化合物は、（ｉ）２価の無機カチオンＢとハロゲン化物
アニオンＸとを含む化合物、及び（ｉｉ）１価のカチオンＡとハロゲン化物アニオンＸと
を含む化合物、のうちの一方を含む、蒸着を使用すること、及び
　　ｂ）続いて、溶液堆積を使用して、前記ペロブスカイト材料の前記１以上の初期前駆
体化合物を含む前記コンフォーマルな固体層を、（ｉ）２価の無機カチオンＢとハロゲン
化物アニオンＸとを含む化合物、及び（ｉｉ）１価のカチオンＡとハロゲン化物アニオン
Ｘとを含む化合物、の他方を含む、１以上のさらなる前駆体化合物で処理し、及びそれに
より、前記粗い表面上に前記ペロブスカイト材料の実質的に連続し、且つ、コンフォーマ
ルな固体層を形成するため、前記１以上の初期前駆体化合物と前記１以上のさらなる前駆
体化合物とを反応させること、
を含む、方法。
【請求項２】
　［Ｘ］が、フッ化物、塩化物、臭化物及びヨウ化物から選択される２つの異なるハロゲ
ン化物アニオンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１の１価のカチオン、［Ａ］が、メチルアンモニウム（ＣＨ３ＮＨ３

＋

）、ホルムアミジニウム（ＨＣ（ＮＨ）２）２＋）及びエチルアンモニウム（ＣＨ３ＣＨ

２ＮＨ３
＋）から選択される１以上の有機カチオンを含む、請求項１又は２に記載の方法

。
【請求項４】
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　前記少なくとも１の１価のカチオン、［Ａ］が、Ｃｓ＋、Ｒｂ＋、Ｃｕ＋、Ｐｄ＋、Ｐ
ｔ＋、Ａｇ＋、Ａｕ＋、Ｒｈ＋、及びＲｕ＋から選択される少なくとも１の１価の無機カ
チオンを含む、請求項１～３いずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１の１価のカチオン、［Ａ］が、Ｃｓ＋、Ｒｂ＋、Ｃｕ＋、Ｐｄ＋、Ｐ
ｔ＋、Ａｇ＋、Ａｕ＋、Ｒｈ＋、及びＲｕ＋から選択される少なくとも１の１価の無機カ
チオンに加えて、メチルアンモニウム（ＣＨ３ＮＨ３

＋）、ホルムアミジニウム（ＨＣ（
ＮＨ）２）２＋）及びエチルアンモニウム（ＣＨ３ＣＨ２ＮＨ３

＋）から選択される少な
くとも１の１価の有機カチオンを含む、請求項１～４いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　［Ｂ］が、Ｐｂ２＋及びＳｎ２＋から選択される少なくとも１の２価無機カチオンを含
む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記１以上の初期前駆体化合物のそれぞれが前記１以上の２価無機カチオン［Ｂ］の１
つを含み、且つ、前記１以上のさらなる前駆体化合物のそれぞれが前記１以上の１価カチ
オン［Ａ］の１つを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記１以上の初期前駆体化合物のそれぞれ及び前記１以上のさらなる前駆体化合物のそ
れぞれが、前記１以上のハロゲン化物アニオン［Ｘ］の１つをさらに含む、請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　［Ａ］が１以上の無機カチオンを含み、且つ、前記１以上の初期前駆体化合物のそれぞ
れが、前記１以上の１価無機カチオン［Ａ］の１つを含み、且つ、前記１以上のさらなる
前駆体化合物のそれぞれが、前記１以上の２価無機カチオン［Ｂ］の１つを含む、請求項
１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記光起電力デバイスが、第２のサブセルの上に配置された第１のサブセルを含むマル
チ接合構造を有し、前記第１のサブセルが、前記ペロブスカイト材料を含む前記光活性領
域を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のサブセルの隣接表面は、粗さ平均（Ｒａ）又は二乗平均平方根粗さ（Ｒｒｍ

ｓ）５０ｎｍ以上を有し、且つ、その上にペロブスカイト材料の前記層が配置されている
前記粗い表面は、前記第２のサブセルの前記粗い表面に適合する表面である、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のサブセルの前記粗い表面は、表面テクスチャが設けられた前記第２のサブセ
ルの、又はその内部に、表面を含み、且つ、前記表面テクスチャは、好ましくは、ピラミ
ッド及び逆ピラミッドのうちの１つを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　その上にペロブスカイト材料の前記固体層が配置される前記表面が、
　　前記第２のサブセルの隣接表面、及び
　　ペロブスカイト材料の前記固体層と前記第２のサブセルとの間に配置され、且つ、前
記第２のサブセルの前記粗い表面に適合する、層の隣接表面、
のいずれか１つである、請求項１１又は１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ペロブスカイト材料の前記固体層は、前記第２のサブセルの前記粗い表面にそれぞ
れが実質的に適合する１以上の層によって前記第２のサブセルから分離される、請求項１
３に記載の方法。
【請求項１５】
　第２のサブセルの上に配置された第１のサブセルを含むマルチ接合光起電力デバイスで
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あって、前記第１のサブセルは、ペロブスカイト材料の固体層を含む光活性領域を含み、
ここで前記ペロブスカイト材料が、一般式（Ｉ）：
　　　　　［Ａ］［Ｂ］［Ｘ］３　　　　　　　　　　（Ｉ）
のペロブスカイトを含み、
　式中、［Ａ］は、Ｃｓ＋、Ｒｂ＋、Ｃｕ＋、Ｐｄ＋、Ｐｔ＋、Ａｇ＋、Ａｕ＋、Ｒｈ＋

及びＲｕ＋から選択される少なくとも１の１価の無機カチオンを含み、
［Ｂ］は少なくとも１の２価の無機カチオンを含み、
［Ｘ］は少なくとも１のハロゲン化物アニオンを含み、且つ、
　　前記第１のサブセルに隣接する前記第２のサブセルの表面は、粗さ平均（Ｒａ）又は
二乗平均平方根粗さ（Ｒｒｍｓ）５０ｎｍ以上を有し、且つ、
　　ペロブスカイト材料の前記固体層は、前記第２のサブセルの前記粗い表面に適合する
表面上に、実質的に連続し、且つ、コンフォーマルな層として配置されている、
マルチ接合光起電力デバイス。
【請求項１６】
　［Ａ］が、メチルアンモニウム（ＣＨ３ＮＨ３

＋）、ホルムアミジニウム（ＨＣ（ＮＨ
）２）２＋）及びエチルアンモニウム（ＣＨ３ＣＨ２ＮＨ３

＋）から選択される少なくと
も１の１価の有機カチオンをさらに含む、請求項１５に記載のマルチ接合光起電力デバイ
ス。
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